
将来発生する地震の評価

• 安芸灘～伊予灘～豊後水道の沈み込んだプレート内のやや深い地震
• 九州中央部の沈み込んだプレート内のやや深い地震

その他の地震

評価対象地震
安芸灘～伊予灘～豊後水道の
沈み込んだプレート内の

やや深い地震

九州中央部の
沈み込んだプレート内の

やや深い地震

確率計算に
使用した地震注

1600年以降の7回

1649, 1686, 1749, 1854,
1857, 1905, 2001

1600年以降の1回

1909（M 7.6）

発生頻度 約60.3年に1回 不明

今後30年以内の
地震発生確率

Ⅲランク

（40%程度）

Xランク

（不明）

地震規模 M6.7～7.4程度 M7.0～7.5程度

平成13年（2001年）芸予地震の震度分布

注 地震発生確率を「不明」としたものについては、その評価対象地震に分類した地震の回数を記載した

安芸灘～伊予灘～豊後水道、九州中央部の
沈み込んだプレート内のやや深い地震の震央分布

留意点
• 地震の発生頻度は一定で、時間が経過しても地震の起こりやすさが変わらない

と仮定して、地震発生確率を計算。

• 日向灘の海溝軸外側の地震
：過去に顕著な被害を伴う地震が発生したことは知られていない

地形データはGEBCO 2020 Gridを使用した

日向灘周辺の地震活動の評価




